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ニジマスに関する研究は数多くなされているが，天然減紹におけるニジマスの生態について特に

十二湖独特のニジマスの生態を明らかにすることによって今後の試験詞査上の資料とするものであ

る。

E 調査内容

1. 詞査期初 昭和40年 4月10日から昭和40年 5月24日まで

2. 調査項目

(1) ニジマスi9lJL上，群とその変化(環境条件)

(2) ニジマス湖上若手の平均全長と推移

(3) ニジマス湖上群の全長組成

(4) 全長と体重の関係

(5) 標識放流

E 調査結果

1. 湖上群とその変化

各池にヤナをかけた月白と湖上数採捕期間は次の通りである。

築据付月日 湖上期間

越 口 の池 4 0年5月27日 4 0年4月 ?日 ~5 月 2 4日

中 の 池 4 0年 4月 7日 4 0年 4月 ?日 ~5 月 2 4日

落 口 の池 4 0年 4月 ?日 4 0年 4月12 日 ~5 月 2 3日

鶏頭場の池 4 0年 4月 21白 4 0年 4月2 2 日 ~5 月 2 4日

上記湖上期間中に湖った湖JJIJ.性別，個体数は次のとおり

両ぞ!越 口 の 池 中 の 池 落口の池 鶏頭場の池

平 296尾 15 0尾 74尾 95尾

3 354 /1 1 2 8 " 64 /1_ 9 4 /1 

言十 623H l ff ?H158M  1 8 9 " 

目別，湖別.性別湖上尾数の経過と天候関係について，第 1図に示したが，産卵湖上期を通し.

湖上尾数の変化を大視野的に観察するため.日毎の細い変化をなくし.なめらかにする意味から.

三点移動平均値を求めグラフに表わした。

第 2図は.平 8を分けず池別の湖上尾数と越口の池に流れ込む川の AM 8 日日の水温との関

係、を示したものである。

第1図.第 2図から.まず漉上期全体をみて.その規上.数の変化が4つの池に共通するところ
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があるということ。即ち. 3つのピーク(4月 17日前後. 4月27臼前後. 5月6目前後)を

示している。ピークが各地lニ共通している点から.その要因として気象条件が考えられる。第 1

図の天気の表をみると，特にそのピークに共通する天気はないが I ('11!iえて，雨の日 iニ湖るとい

うようなこと)第 2図の水温の変化についてみると. (グラフには越し1の，泣のみのせたが.それ

は.全期間のデータがあることと.水温の変化が大きい理由からい了!支ピークと水温の上昇が

一致していることがわかる。このことから.湖上勤曽加の要因としては，水湿の急、な上昇があげ

られ.第 1図の天気を加味すると，持天→水温の上昇→湖上促進→溺よ数の媛ぬというように表

われると思われる。

なお，湖上を始める要因としては水混の上昇の外に.日照が大きな妥因として考えられるよう

~-:"~，、る。

iyiJj_lニ訴の平均全長の推移

籾ーとする侶体は.その期間を通じて大きさには変化がないものか否かを検するために.第五図

に 5 日毎に区切った~\:7. !ぢ:全長の交!とを求めてふた。その鉱工系.，誌口の池と鶏須場の池については.

僅かに，瀕よ:'~..'_: ~1 :，.~ ~七きく，後 t ，r"j、製?とすこ持，.ろおれるが，そω外は邑立った傾向はみられ

ない。

3. 湖上群の全長組成

;現土個体の全長五fi日立を j14~に;買わケことにふサ t こむグラフに現われた 2 つ以上のモードか

ら.その池における 1主主の成長度をみる弓訪であてったが，保持j宅数が少ないこと.各池のエジマ

ス.;::，$令組成が人為的に変えム:れている(採摘した茨魚はずすとて越口の池に放たれていることと.

ふ化した稚魚が主に山の治，活[Jの九 ，1'j事:点場{訟を;白二放詫.されていることを指す)の 2つが，原

因してかはっきりした 2つ以上([).-2: ." ~:~も℃;E.s;: なかで"-~とだ，まさ口のldz ø ô に於て.約22

mと，約2 7cm~1) 2つのぞート・t;ヰij合同つ.}" L..ハる‘ 、ν. この 2つのモ~ドぷ議事 'j合う年

令群il)モードであるならば， 2 2 c吋fif!. (-，，: .. ;í;~IJ t行手.忠、"‘ニ3後に成長するといえる。

第 5 出}ま.ヨ ô5子けない治4th;') 三子♂十三日:、ろう~.p; ，i出;‘主主 5忌iから，越仁ιむ池のニジマス

は. 2 7 --3 0 cmの引はがきミも名〈色々ごむタトの池については.24m前後の個体力E最も多いこと

がわかる。この原因は，池~èJ認許主物.水温.それにさきに述べたノ， i_::. .L-.- 手沼が議係していると

思われる。

4. 全長と体重との関係

全長と体重との関係を求めることについては.①全長と体重のデータカ:比較的多い。②治の環

境が著しく異る。の 2つの観点より.越口の池と鶏頭場の池の個体を選ん，を。

全長と体重の関係を求めるには，少くとも 100個体以上のデータが望まししぺ‘士調査では 4

つのうち 3つまでが.その半分以下のデータで関係弐を求めているたゐに主主が太さ ρ 乙とが考

えられる。 よて勺:コ}て . (次う久、に述パベ也る:主、三三:=:γ，ι烹烹式iはま択更秀求余:之芯f寺.. 普てヨ考::i考考蹄 と、...... んごれ?

全長と{体本重の関P祭恥名お4二' 1官~'潤 a u .Jの王式t害令fもと:巳ζ 討r誇1しええJ匂 三三百体重， L=体長)

(結果)

越口の池

平. 11団体数 44

O. 11 42 

鶏頭場の 池

平.個体数 62

O' " 49 

2.8827 w = 0.0 ~ 5 '] 5 1. 
今.31:'l1 

vl司 Q.O喜51::L" 

U551 
W四 0.002172L 

に串守 86W田0.2471 L . 

-190 -



以上の式をもとにして，実際の Lの値をその式に代入して得た値は，第2表に示す通りである

が.この表から鶏頭場の池のニヅマスは.越口の池のそれと比べてかなり痩せていることがわか

る。

平8を加えて個体数を多くしたら.より正確な式ができるのではないかという考えの下に実際

式をつくってみたが，逆にその式にあてはまらない個体が相当数でてきた。これは.産卵期とい

う特殊な時期の為.平 +oの式が字と 3の中間の値をとるので.その式にあてはまらない個体が

増えたと考えられる。

鶏頭場の池における宇と 6の式が.極端に異るのは.個体の全長の範閤が狭い為と，分布が片

寄っている為に起ったものと考えられる。

5. 標識放流

4 0年5月14日，人工受精で放精後の 8を選び.これまで採捕した中で一番数の多い.全長

2 1. 5 - 2 2. :3 C!T!lの範囲の個体を選び，その脂鰭を切除して.越口の池へ標識放流した。

第3表が，その時のデータである。個体数は 44尾.平均全長22.0C1n， 平均体重 10 O. 0 9 

であった。

4 1年の春の湖上期lこ，昨年放流したイ団体が再捕されたが.その数は 19尾で.その全長.体

重は.第 4表に示す通りである。平均全長は 26. 3 C1n， 平均体重は 16 7.3 gで， 4. 3 C1nの伸び

と67.3 9の増重を示している。再捕魚の最小は 23.5 C!T!l， 1 2 0 g，最大は 29. 5 C1n 2 2 5 9 

であった。

標識放流した個体は.各池から採摘されたもので構成されているが，放流した池は.越口の池

1つであるので.放流後の成長の条件は同じである。そこで第4図の越口の池の3の全長組成障

をみると，丁度.放流前と放流後の平均全長が.その組成図の 2つのモードに一致していること

がわかる。故に 3の全長組成の項で述べた.この 2つのモードについての仮定が実際その通りで

あった事が.この標識放流の実験で裏付けられたわけである。民[Jち，全長22 cm前後の個体は 1

年で 26 cm前後{平均して)Iこ成長する。

放流， 1年後の成長に 23. 5 "-2 9.5 C1nの差があることは.放流した個体が各池からの混成で

あり，旦っその年令にも違いがあった為と思われる。

事実.第4図の越口の池， oの図をみると.真中のモードが 2 .~ cmから 30 cmの範囲にわたっ

ていることからも成長速度の差が予想される 3

。三点移動平均値の求め方は.下記の通りである

月日 係捕数 三点移動平均値

a 

2 b 一歩
a + b+ C 

3 

E c b+3 C十 d

4 d 
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第 1表 W=aLbの式に Lの値を代入して得た値

W (タ}

越口の池一「万一FFG福一一
平 i o ¥予-- I o 

註) 空欄の i-Jの印は式を求めるに.その欄のデータがないか.

あっても僅かな為.誤差が大きくなるのでl海外した。

第 2表 標 識 放 流 魚 の 全 長 と 体 重

( ;魚体は 21. 5 - 2 2. 5 cmの8 個体数ヰ4 ) 

全長(cm ) 

9 () 22.臼 95 

平均全長 22日明 平均体重 10 u. 0 9 
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第 3表 再捕された標識放流魚

魚体は 23.5- 2 9.5 elTl 個体数 19 

全 長 体 重 全長 体重 全長 体 重i
25.0 1 5日 24.5 1 45 23.5 1 2口

28.0 190 25.0 1 55 27.5 20日

29.5 225 24.5 1 20 26.0 1 70 

25.0 1 25 26.5 1 9日 26.5 1 70 

28.0 21 5 27.5 1 7 0 25.5 1 55 

28.日 21日 24.5 1 30 27.5 1 20 

27.5 220 
一一i 一一一一一一一一一

平均全長 26.3 L"'ITl 平均体重 167.3 g 

第 4表 苧卵数調査
}叫~._.~

全長 体長 体重
卵重量 @s 数

右
メ モ

左 右 左

23.2 20.6 1 40 6.4 8.3 165 21口 濃樫 :f 3.9 mm 

29.3 26.4 247 10.4 21.2 274 524 淡控

27.5 295 27.9 24.4 537 422 

22.4 20.1 145 24.8 363+48 赤色透明完熟 〆5.4-5日
"ーι-..-:-、
(壊卵)
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採卵数とおおよその平均字卵数

主三E空半E 
5.1 2 I 5.1 4 I 5.1ι 4.1 8 4.23 4.25 4.27 4.30 5. 2 5. 5 i 5. e 5.1 1 5.20 5.? 4 計
一 一

T 下 T 

1 '/ 下 工E 寸一 ア マニ
20 寸ー 下 下 [下ご i下 l

|-下F エE 1下 寸 「ド
「一 定 正 本: γ 寸一 .iE. 

γ 寸士 ihr4-4 E ア IF二 下 寸ー T 

下 正 F iF 下 ;下二 τご 下 正

下 T I下 T一 下 τ T 五
-' 

下 一下 7下 了 下

立三 iF 正 γ 正 丁 乍 4と

T T 寸一 下 IF 酌τ iF ア

下 i存 T 正下 .iE.iE 下 下 τ 
ア 下

斗寸
T 正

!Fトー i~i 
寸一 ー「 T 

主 1ト |ト 正 丁 下 寸"

γ 寸一 寸』

下T γ 

回一一ー一一一寸ー

35 ア ア ifニ ア
一一一

36 
一 一一一ト一一一ー

37 
._~._，，_. 

38 

一39 

4日

41 

尾 数 10 16 31 28 23 36 27 5日 49 76 29 38 27 28 46 514 

平均全長
一一一

305 273 23B 28.6 27B 252 259 259 253 253 266 24.9 24.1 25.1 24.0 25.9 

重量" 
採 gs 数 5))日日 8))00 150日日 12β日日 11，000 12ρ日日 10.0日日 14，00日 15.000 20.0日o 9.00日 10D日日 60日日 9.0日日 11ρ00 16700 

平 均抱 卵数 50日 5日日 48日 43日 480 330 370 280 31日 2ιo 310 260 22日 32日 24日 320 
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五日

第 1 図 臼 5.J1j 湖 JJIJ. ' j甥 上 尾 数 と 天 気

註) 尾数は三点移動平均値である。
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第五図
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産卵湖 上 ニ ジ マ ス @ 平 均 全 長 の 推移
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スの全長組成ジマ湖上ニ性別，湖月IJ， 図第 4
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ジマスの全長組成湖上ニ湖別，第 5 図

46 44 42 40 38 36 34 32 30 28 26 24 22 20 18 1 6 

{国

体

数

長会

: 池

他の中B. 

40 

2日

。

池の口落。ー

司

唱

喝

l

J _fL'-LrL'-o r口一一 [ 
40 

20 

。

ケイトウパの池D. 

40 

20 

4日38 36 34 32 30 28 2 6 24 22 20 1 8 

lB+ C+D I 

1 6 

。

10日

60 

40 

20 

8日

E
R
 

全

日


